
（新）での取扱い （旧）での取扱い 関連施策

１．回答して頂く方について
設問1-(1) 設問　有 基礎情報
設問1-(2) 設問　有 基礎情報

新規 基礎情報
１．農地の耕作状況 ２．農地の耕作状況

設問2-(1) 設問1 基礎情報

２．所得の状況 ３．所得の状況
設問3-(1) 設問2 基礎情報

選択肢 ①すべて農業所得 選択肢 ①すべて農業所得
②半分以上が農業所得 ②半分以上が農業所得
③半分以上が農業以外の所得 ③半分以上が農業以外の所得
④すべて農業以外の所得 ④すべて農業以外の所得

３．就農の状況 ４．農作物等の生産・販売状況
削除 新規 2-(1)-①

選択肢 ①家族の中で年間に６０日以上農業に従事する 選択肢 ①水稲　②野菜　③麦類　④雑穀・豆類
　　人がいる ⑤いも類　⑥果実　⑦花卉・花木
②家族の中で年間に６０日以上農業に従事する ⑧栽培きのこ　⑨種苗・苗木　⑩畜産
　　人は一人もいない ⑪その他

新規 2-(1)-②
選択肢 ①農協　　②農産物直売所・青空市 2-(2)-③

③スーパーマーケット
④直接販売（インターネット・通販・顧客）
⑤学校　　⑥食品加工事業者へ直接
⑦旅館・食堂・レストラン　　⑧出荷していない
⑨その他

４．農地の貸借状況 ５．農地の貸借状況
設問5-(1) 設問4 1-(1)

1-(2)-①
選択肢 ①ある（　　　ａ） 選択肢 ①ある（　　　ａ）

②ない ②ない
③今はないが、貸し手があれば借りたい ③今はないが、貸し手があれば借りたい（　　ａ）

設問5-(2) 設問4 1-(1)
1-(2)-①

選択肢 ①ある（　　　ａ） 選択肢 ①ある（　　　ａ）
②ない ②ない
③今はないが、借り手があれば貸したい ③今はないが、借り手があれば貸したい（　　ａ）

設　　　問

設問：あなたのお住まいはどこですか。
設問：あなたの年齢を教えてください。

設問：あなたの家の経営耕地面積（作付けしていない耕地
　　　　を含む）はどれくらいですか。

設問：あなたの家の所得（「年金」を除く世帯全員の所得

　　　　すか。

　　　　合計）についてお答えください。

設問：あなたの家では、どの程度農業にたずさわって
　　　　いますか。

設問：あなたの家で他の農家から借りている農地はあり
　　　　ますか。

設問：あなたの家で他の農家に貸している農地は有りま

設問(1)　あなたのお住まいはどこですか。
設問(2)　あなたの年代と性別を教えてください。
設問(3)　あなたの家族構成を教えてください。

設問(1)　あなたの家の経営耕地面積（作付けしていない耕
　　　　　　地を含む）はどれくらいですか。

設問(1)　あなたの家の所得（「年金」を除く世帯全員の所得
　　　　　　合計）についてお答えください。

設問(1)　あなたが生産している作物はどれですか。(全て)

設問(2)　あなたが生産した作物の出荷先はどこですか。(2つ)

設問(1)　あなたの家で他の農家から借りている農地はあり
　　　　　　ますか。

設問(2)　あなたの家で他の農家に貸している農地は有りま
　　　　　　すか。

　　　　　　また、主に営んでいる作物はどれですか。

《（旧）農業者向けアンケート》 《（新）農業者向けアンケート（案）》

設　　問
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設問5-(3) 設問4 3-(2)-①

選択肢 ①ある（　　　ａ） 選択肢 ①ある（　　　ａ）
②ない ②ない
③今はないが、借り手があれば貸したい ③今はないが、借り手があれば貸したい

５．農作業委託状況 ６．農作業委託状況
設問6-(1) 設問5 1-(1)

設問6-(2) 設問5 1-(1)

選択肢 ①耕起・代かき　②田植え　③刈取り 選択肢 ①耕起・代かき　②田植え　③刈取り
④乾燥・籾摺り　⑤全作業　⑥その他 ④乾燥・籾摺り　⑤全作業　⑥その他

６．農作業受託状況 ７．農作業受託状況

設問7-(1) 設問6-(1) 1-(1)

設問7-(2) 設問6-(2) 1-(1)

選択肢 ①耕起・代かき　②田植え　③刈取り 選択肢 ①耕起・代かき　②田植え　③刈取り
④乾燥・籾摺り　⑤全作業　 ⑥その他 ④乾燥・籾摺り　⑤全作業　 ⑥その他

７．耕作放棄地の状況 ８．耕作放棄地の状況

設問8-(1) 設問7-(1) 1-(3)-③

設問8-(2) 設問7-(2) 1-(3)-③

選択肢 ア．農業従事者の高齢化 選択肢 ア．農業従事者の高齢化
イ．鳥獣による被害 イ．鳥獣による被害
ウ．山間地や急斜面地などに田畑があり耕作が困
難である（棚田、湿田など）

ウ．山間地や急斜面地などに田畑があり耕作が困
難である（棚田、湿田など）

エ．利水面（水源や水路等の面）で不便である エ．利水面（水源や水路等の面）で不便である
オ．その他 オ．その他

1-(3)-③

選択肢 ア．復旧して、再び耕作したいと考えている 選択肢 ア．復旧して、再び耕作したいと考えている
イ．植林したいと考えている イ．植林したいと考えている
ウ．誰か借り手があれば貸したいと考えている ウ．誰か借り手があれば貸したいと考えている
エ．現状のまま今後も放置する エ．現状のまま今後も放置する
オ．その他 オ．その他

設問：あなたの家で非農家の人に、家庭菜園等の用途に
　　　　貸している農地はありますか。

設問(1)  あなたの家で、他の農家や農協等に委託している
　　　　　　農作業はありますか。
設問(2)  前の設問で「①ある」と答えたかたにお尋ねします。

　　　　　　次のうちどれですか。（複数可）

設問(1)　あなたの所有する農地の中で、耕作放棄地（耕作
　　　　　　をせずに荒らしてある田畑）はありますか。

設問(2)  前の設問で「①ある」と答えた方にお尋ねします。

　　①その耕作放棄地の面積はどれくらいですか。
　　②耕作を放棄することとなった理由は何ですか。(複数可)

　　　　　　あなたが、委託している農作業は次のうちどれで
　　　　　　すか。(全て)

設問(1)　あなたの家では、他の農家から農作業を受託してい

　　　　　　ますか。
設問(2)　前の設問で「①受託している」と答えたかたに
　　　　　　お尋ねします。あなたが、受託している農作業は

　　③あなたは、その耕作放棄地を今後どのようにしたいと
　　　　考えていますか。

　　　　　　貸している農地はありますか。

設問(1)  あなたの家で、他の農家や農協等に委託している
　　　　　　農作業はありますか。
設問(2)  前の設問で「①ある」と答えたかたにお尋ねします。
　　　　　　あなたが、委託している農作業は次のうちどれで
　　　　　　すか。(全て)

設問(3)　あなたの家で非農家の人に、家庭菜園等の用途に

　　　　　　りをせずに荒らしてある田畑）はありますか。

設問(2)  前の設問で「①ある」と答えた方にお尋ねします。

　　①その耕作放棄地の面積はどれくらいですか。
　　②耕作を放棄することとなった理由は何ですか。

　　③あなたは、その耕作放棄地を今後どのようにしたいと
　　　　考えていますか。

設問(1)　あなたの家では、他の農家から農作業を受託してい

　　　　　　ますか。
設問(2)　前の設問で「①受託している」と答えたかたに
　　　　　　お尋ねします。あなたが、受託している農作業は
　　　　　　次のうちどれですか。（全て）

設問(1)　あなたの所有する農地の中で、耕作放棄地（草刈
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８．今後の農業経営の進め方 ９．今後の農業経営の進め方
設問9-(1) 設問8-(1) 1-(1)
削除

新規 1-(1)
選択肢 ①農業を継いで欲しいので、教えている

②何かの時に役立つと思い、教えている
③あまり役立ちそうにないが一応教えている 設問8-(3) 全般
④今は教えていないが、これから教えたいと
　思っている 選択肢 ①現状のまま続けたい
⑤農業を継いで欲しいとは思っていないので、 　　ア．生業であるため
　教えていない 　　イ．自分で食べる米は自分で作りたい

設問9-(3) 　　ウ．趣味や生きがいとして
　　エ．農地を守るため

選択肢 ①現状のまま続けたい 　　オ．農機具があるから
　　ア．自分で食べる米は自分で作りたい 　　カ．その他
　　イ．趣味や生きがいとして ②規模拡大をしたい
　　ウ．農地を守るため 　　ア．今後の担い手がいるから
　　エ．農機具があるから     イ．農機具に余力があるから
　　オ．その他 　　ウ．収入を増やすため
②規模拡大をしたい 　　エ．労働力に余裕があるから
　　ア．後継者がいるから 　　オ．農業の将来に希望が持てるから
    イ．農機具に余力があるから 　　カ．その他
　　ウ．収入を増やすため ③規模縮小、または農業をやめたい
　　エ．労働力に余裕があるから 　　ア．採算があわないから
　　オ．農業の将来に希望が持てるから 　　イ．今後の担い手がいないから
　　カ．その他 　　ウ．高齢のため
③規模縮小、または農業をやめたい 　　エ．勤め等でできない
　　ア．採算があわないから 　　オ．農地を他の用途に利用したい
　　イ．後継者がいないから 　　カ．その他
　　ウ．高齢のため 新規 2-(1)-①
　　エ．勤め等でできない
　　オ．農地を他の用途に利用したい
　　カ．その他

選択肢 ①平成３０年産米以降も、国による米の受給見
　 通し等の情報をもとに、今と同じように市全体
   で減反を続け、米、麦、大豆等を中心とした水
   田の活用を推進していくべき。
②平成３０年産米以降は、個人が自由に米の
   生産を行っていくべき。
③今のところ、どちらともいえない。

　　　　　　いと考えていますか。(複数可)

設問(1)　あなたの家では、農業後継者はいますか。
設問(2)　あなたは、自分の子ども達に農業を教えています
　　　　　　か。

設問(3)　あなたの家では、今後の農業経営をどのようにした

　　　　　　いと考えていますか。

設問(4)  平成３０年産米から国の米政策が見直され、国か
　　　　　　らの米の生産数量目標の配分がされなくなり、
　　　　　　米の直接支払交付金（７，５００円／１０a）が廃止
　　　　　　されます。このような中、今後の米の生産や水田
　　　　　　の活用について、あなたのご意見を聞かせてくだ

設問(1)　あなたの家の中で、今後、農業を担ってくれる方は
　　　　　　いますか。
設問(2)　前の設問で「①いる」と答えた方にお尋ねします。
　　　　　　今後、農業を担ってくれる方の年代・性別を教え
　　　　　　てください。
設問(3)　あなたの家では、今後の農業経営をどのようにした

　　　　　　さい。
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④その他
９．規模拡大選択者の拡大希望部門 １０．規模拡大選択者の希望

設問10-(1) 設問9-(1) 2-(1)-①
2-(2)-①

選択肢 ①今後どの部門を拡大したいですか。(複数可) 選択肢 ①今後どの農産物の規模を拡大したいですか。
　　ア．水稲部門 　　ア．主食用米
　　イ．野菜、果樹、花などの園芸部門（露地） 　　イ．加工用米、飼料用米、備蓄用米
　　ウ．施設園芸部門（ハウス） 　　ウ．大豆、麦
　　エ．畜産部門 　　エ．野菜、果樹、花などの園芸部門（露地）
　　オ．その他（加工部門等） 　　オ．施設園芸部門（ハウス）
②規模を拡大したいと考える農地の規模はどれ 　　カ．畜産部門
   くらいですか。前の設問で答えた 　　キ．その他（加工部門等）
   部門（ア～オ）の面積をお書きください。 ②規模を拡大したいと考える農産物等の農地の

   規模はどれくらいですか。前の設問で答えた
   部門（ア～キ）の面積をお書きください。

設問11-(1) 設問10-(1) 1-(2)-①

選択肢 ①現在耕作している農地はどうされますか。 選択肢 ①現在耕作している農地はどうされますか。
ア．農地として売る    イ．農地として貸す ア．農地として売る    イ．農地として貸す
ウ．転用（宅地等）目的で売る、または貸す    ウ．転用（宅地等）目的で売る、または貸す    
エ．農地転用して自ら使用する エ．農地転用して自ら使用する
オ．放置する    カ．その他 オ．放置する    カ．その他
②「規模縮小または、やめたい」とお考えの農地 ②「規模縮小または、やめたい」とお考えの農地
　　の規模（面積）はどれくらいですか。 　　の規模（面積）はどれくらいですか。

１１．農業収支について １２．農業収支について
設問12-(1) 設問11-(1) 2-(2)-①

選択肢 ①赤字である　　②収支は同じぐらいである 選択肢 ①赤字である　　②収支は同じぐらいである
③黒字である　　④わからない ③黒字である　　④わからない

設問12-(2) 設問11-(2) 3-(1)

選択肢 ①自分の土地は自分で耕作したい 選択肢 ①自分の土地は自分で耕作したい
②自分で食べる米は自分で作りたい ②自分で食べる米は自分で作りたい
③趣味や生きがいとして ③趣味や生きがいとして
④耕作を頼める人がいない ④耕作を頼める人がいない
⑤他の目的に転用したいができない ⑤他の目的に転用したいができない
⑥農地を守る、または地域の環境保全のため ⑥農地を守る、または地域の環境保全のため
⑦その他 ⑦その他

１２．直売所の利用等について
削除

設問(1)  設問：８の設問で「②規模拡大をしたい」を選択し
            たかただけにお尋ねします。

１０．規模縮小選択者の意向
設問(1)　８の設問で「③規模縮小または、やめたい」を選択
　　　　　　したかただけにお尋ねします。

設問(1)  あなたの家の農業収支はどうなっていますか。

設問(2)  前の設問で「①赤字である」又は「②収支は同じ
　　　　　　ぐらいである」を選択したかたにお尋ねします。
　　　　　　収支にかかわらず自分で耕作する理由は何で
　　　　　　すか。(複数可)

設問：あなたは、直売所や契約取引で消費者へ自分の

設問(2)  前の設問で「①赤字である」又は「②収支は同じ
　　　　　　ぐらいである」を選択したかたにお尋ねします。
　　　　　　収支にかかわらず自分で耕作する理由は何で
　　　　　　すか。

設問(1)  ９－(3)の設問で「②規模拡大をしたい」を選択した
            かただけにお尋ねします。

１１．規模縮小選択者の意向
設問(1)　１０の設問で「③規模縮小または、やめたい」を選択
　　　　　　したかただけにお尋ねします。

設問(1)  あなたの家の農業収支はどうなっていますか。
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選択肢 ①している
②していない（今後もするつもりはない）
③していない（今後機会があればしたいと思う）

削除

選択肢 ①消費者と顔の見える取り引きができる

②高く売ることができる

③新鮮でおいしいものを売ることができる
④その他

削除
選択肢 ①もっと直売所を増やしてほしい

②販売日を増やしてほしい
③便利な場所に開設してほしい
④直売所に加工施設を設置してほしい
⑤野菜だけでなく、加工品や米なども販売したい
⑥その他

削除

選択肢 ①米　　②さつまいも　　③じゃがいも
④かぼちゃ　　⑤たまねぎ　　⑥キャベツ
⑦ほうれんそう　　⑧はくさい　　⑨えんどう
⑩ピーマン　　⑪きゅうり　　⑫ねぎ　　⑬トマト
⑭イチゴ　　⑮メロン　　⑯花き（花、花の咲く草木）
⑰地元食材を使った惣菜　　⑱加工品
⑲その他

１３．地域農業に対する期待
設問13-(3) 新規 2-(2)

選択肢 ①そう思う
選択肢 ①もち米　　②さつまいも　　③じゃがいも ②どちらかと言えばそう思う

④かぼちゃ　　⑤たまねぎ　　⑥キャベツ ③どちらかと言えばそう思わない
⑦ほうれんそう　　⑧はくさい　　⑨えんどう ④そう思わない
⑩ピーマン　　⑪きゅうり　　⑫ねぎ　　⑬トマト 新規 2-(2)
⑭イチゴ　　⑮メロン　　⑯花き（花、花の咲く草木）
⑰地元食材を使った惣菜　　⑱加工品
⑲その他

削除
選択肢 ①伊賀米　　②伊賀牛　　③ぶどう

④メロン　　⑤イチゴ　　⑥きのこ類

　　　　直売所や契約取引を使う理由は何ですか。(複数可)

設問：直売所についてあなたが希望することは何ですか。(複数可)

設問：もし、あなたが直売所で農産物を売るとした場合に、
　　　　次にあげた品物のうち売りたいと思うものはどれで

　　　　て、月１回地元の農産物を使った給食を実施してい
　　　　ますが、このことについてあなたのご意見を聞かせて

　　　　すか。(複数可)

設問：現在、名張市では、伊賀米、伊賀肉、ぶどうなどの
　　　　特産物がありますが、このほかにも今後、新たな
　　　　特産物として生産、商品化に力を入れたらよいと
　　　　思うものは何ですか。(複数可)

設問：現在、市内の学校給食において「地元食材の日」とし

　　　　作った農産物の直売をしていますか。

設問：前の設問で①と答えたかただけにお尋ねします。

設問(1)　あなたは、魅力のある（ブランド力が高い、競争力
１３．地域農業に対する期待

　　　　　　りますか。

　　　　　　が高い、収益力が高い等）名張市の特産物（農産
　　　　　　物や加工品）が、販売されていると感じますか。

設問(2)  前の設問で①②と答えた方だけにお尋ねします。
　　　　　　あなたが思う、魅力のある（ブランド力が高い、
　　　　　　競争力が高い、収益力が高い等）名張市の特産
　　　　　　物（農産物や加工品）には、どのようなものがあ
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⑦トマト　　⑧ネギ　　⑨酒米　　
ア．学校給食に地元食材を使用する必要はない ⑩日本酒　　⑪加工品　　⑫その他
イ．保護者の負担（給食費）が増えないのであれ 設問13 2-(2)
　　ば、今後地元食材の使用を増やした方が良い
ウ．保護者の負担（給食費）が多少増えても、
　　今後地元食材の使用を増やすべきである

削除 選択肢 ①もち米　　②さつまいも　　③じゃがいも
④かぼちゃ　　⑤たまねぎ　　⑥キャベツ
⑦ほうれんそう　　⑧はくさい　　⑨えんどう
⑩ピーマン　　⑪きゅうり　　⑫ねぎ　　⑬トマト
⑭イチゴ　　⑮メロン　　⑯花き（花、花の咲く草木）
⑰地元食材を使った惣菜

①農村の景観を守るために、農村部ではできる ⑱有機栽培など特殊な栽培方法で生産した農産物
　　だけ標識や看板の設置を控えるべきである ⑲加工品　　⑳その他
②用水路などの農業施設の改修には、できる 新規 3
　　だけ自然を活かした工法を用いるべきである
③散策路など農村の景観に親しむことのできる ①品質や鮮度が良い農産物を供給する役割
　　環境整備が必要である ②地域の人々が働き、生活する場としての役割
④蛍やめだか等が生息するような自然保全や ③水資源を蓄え、土砂崩れや洪水などの災害を
　　草刈隊などのボランティア活動を推進するべ 　　防止する役割
　　きである ④保健休養などのレクリエーションの場としての
⑤農地を保全するよりも宅地化するなどして経 　　役割
　　済的に有益な方法で活用するべきである ⑤美しい自然環境の保全や田園景観を形成する
⑥都市部の農地は宅地と混在することにより、 　　役割
　　かえって都市の景観を悪くしている ⑥自然体験や農業体験などを通じての野外教育
⑦景観を損ねても、農業施設としての機能（生 　　の場としての役割
　　産性）を優先した設計・施工をするべきである ⑦伝統文化を保存する場としての役割
⑧その他 ⑧わからない

⑨その他
１４．１０年後の名張市の農業について

新規 全般

①農業者の育成・確保
②営農相談の窓口や体制整備
③農地の確保・保全
④農地の利用集積
⑤農業機械や設備の整備
⑥国や地方自治体の補助
⑦その他

新規 全般

①若手担い手への農地の集約化を推進する

　　　　まざまな機能を果たしています。こうした農業の『多面

　　　　(複数可)

　　　　ください。

設問：農業（農地）は、農産物を生産するほかに、「水源かん
　　　　養機能（水源を養い育てる機能）」、「自然環境の保全
　　　　「良好な景観の形成機能」、「文化の伝承機能」などさ

　　　　的機能』についてあなたのご意見を聞かせてください。

　　　　　　重要だと思いますか。(3つ)

設問(1)　あなたは、１０年後も農業を続けていくとした場合、
　　　　　　何が一番重要であると考えますか。(3つ)

設問(2)  あなたは、１０年後の名張市の農業は、どのように
　　　　　　したら良いとお考えですか。(3つ)

設問(3)　現在、名張市では、伊賀米、伊賀牛、ぶどうなどの
　　　　　　特産物がありますが、このほかにも今後、新たな
　　　　　　特産物として生産、商品化に力を入れたらよいと
　　　　　　思うものは何ですか。(3つ)

設問(4)　あなたは、農業や農村が果たす役割として何が
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②農業法人など大規模化を進め低コスト化を
　　推進する
③地域の特徴を活かした付加価値の高い作物
　　の栽培と販売を推進する
④民間企業の農業参入を積極的に推進する
⑤観光や福祉と連携した農業を推進する
⑥現状維持
⑦分からない
⑧その他
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